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地球に優しい植物油を使用したインキ
で印刷されています。

　長島町にある奈良時代の寺跡で国の史跡。正家地内の

国道２５７号から西に入った丘陵上に位置し、高塚状に塔

と金堂の基壇が残っている。遺構調査の結果、東西１１０

㍍、南北７０㍍の寺域を有し、主要伽
が

藍
らん

を法隆寺式に配

置する本格的な古代寺院跡と判明。国宝玉
たま

虫
むし

厨
のず

子
し

と同じ

柱の配置をとる特異な構造の金堂、希少性の高い風
ふう

鐸
たく

や

奈良三彩陶器などの遺物、日本最古の床
ゆか

板
いた

を有する竪穴

住居など多くの特色ある成果があった。瓦はまったく

出土せず、屋根は板
いた

葺
ぶ

きあるいは桧
ひ

皮
わだ

葺
ぶ

きで

あったと考えられる。

８世紀前半に造営に着

手され、その後９世紀

後半に主要伽藍の火災

を契機として廃絶した

ものとされる。

３７

３８

▲大正村役場

▲正家廃寺跡に残る塔の心礎

大正ロマン館からの景色もよいが、まち外

れの高台にある千畳敷公園からの眺望は格

別。日本大正村は物質的なものより精神的

な要素が強く、究極の目的は日本中の人た

ちが大正時代をしのぶメッカとなること。

日本大正村 まち全体が大正博物館

正家廃寺跡 ８世紀の大伽藍跡
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『広報えな』１２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.３円（税込み）です。

古代の恵那地域には長島町正家の正家廃寺

と山岡町上手向の手
とう

向
げ

廃寺があったとされ

る。正家廃寺は、１９７７（昭和５２）年から南

山大学が４年間、１９９２（平成４）年からは

市教育委員会が発掘調査を行った。

▲平成５年度の発掘調査（航空写真）

▲日本大正村のイメージ
キャラクター「大正ロマン
ちゃん」

　明智町の市街地全体に残る大正のモダン建物や、大正

時代の文化から日常生活までの歴史資料を、街全体で展

示している全国唯一の博物館。観光客のガ

イドやイベントから主要施設の運営ま

で、ボランティアで取り組んでいるの

が特徴。文芸写真家の故澤
さわ

田
だ

正
まさ

春
はる

ら

の発案で、１９８８（昭和６３）年に開村式

を実施。初代村長は高
たか

峰
みね

三
み

枝
え

子
こ

、二代

目の現村長は司
つかさ

葉
よう

子
こ

が就任。村内に

は、文化庁の登録有形文化財である大

正村役場や元銀行蔵の大正村資料館、

蔵の並ぶ大正路地などあり、郷土出身

の画家山
やま

本
もと

芳
ほう

翠
すい

の油絵のある大正ロマ

ン館も人気。２０１１（平成２３）年には「大正百年祭」を開

催するよう準備が進められている。


